情報技術I　講義内容
●　生命・物質工学科(DW)

	授業の目的・達成目標

	授業の目的：初心者を対象に，計算機の基礎的な原理と基本操作を習得して，コンピュータシステムを種々の目的で積極的に利用できるようになることを目的とする。また，計算機やインターネットを使用する上での規則やマナーについても学習する。

	達成目標：Webを活用した情報検索や電子メールによる情報交換を自由に行える能力を身に付ける。また，演習形式による実践的な資料（文書，化学式，図，表，グラフ，プレゼンテーション資料）作成を繰り返し行うことによって，今後の専門教育で役立つドキュメント作成技術を習得する。

	授業計画

	第1回
	情報倫理，基本操作，学生用ポータルサイト

	第2回
	計算機の原理，Webのしくみ，Webブラウザの使い方

	第3回
	

	第4回
	情報検索，電子メール，化学式作成，小テスト

	第5回
	

	第6回
	

	第7回
	Wordによる文書作成，小テスト

	第8回
	

	第9回
	

	第10回
	Excelによる表作成とグラフ作成，小テスト

	第11回
	

	第12回
	

	第13回
	PowerPointによる資料作成，小テスト

	第14回
	

	第15回
	


●　環境材料工学科(KZ)

	授業の目的・達成目標

	現在、コンピュータシステムは世界規模のコンピュータネットワーク（インターネット）とともに様々な目的で利用されており、情報化社会としての一つの文化を形成しつつある。コンピュータシステムは情報検索や高品質なドキュメント作成のための「デスクトップの道具」として、またWWW（World Wide Web）システムをはじめ電子メールやネットニュース等により、人と人との「コミュニケーションの手段」として利用されている。本授業では、IT時代における情報教育と人材育成を目標に、工学部の学生が今後の学習・研究活動においてコンピュータシステムを種々の目的で積極的に利用できるように、コンピュータに関する基本的な操作能力、及び、新たな環境への適応能力を修得することをねらいとする。

	授業計画

	第1回
	計算機の基礎，ログイン，ログアウト，情報倫理

	第2回
	プログラムの起動と終了，ファイル管理，テキスト編集

	第3回
	ネットワークの基礎，電子メール

	第4回
	テキスト入出力処理

	第5回
	テキストフォーマットの編集

	第6回
	図形の作成と編集

	第7回
	表の作成と編集

	第8回
	ワークシートの作成と編集

	第9回
	ワークシートを用いたデータ処理

	第10回
	ワークシートを用いた関数計算

	第11回
	ワークシートを用いたグラフ処理

	第12回
	プレゼンテーション法の基礎と基本操作I

	第13回
	プレゼンテーション法の基礎と基本操作II

	第14回
	プレゼンテーション法の基礎と基本操作III

	第15回
	プレゼンテーション資料の作成と演習


●　機械工学科(ME)

●　電気電子工学科(EE)

	授業の目的・達成目標

	計算機の基本的な使い方を学ぶ事で、電子メールによるコミュニケーション、インターネットによる情報収集の方法、レポート、論文作成に必要なソフトウェアの使い方を習得する。さらに、計算機そのものやネットワークに関する基礎知識を学ぶ。
1.計算機へのログイン、ログアウトおよび自分のパスワード管理ができる。
2.電子メールソフト、インターネットを利用する事ができる。
3.基礎的なコンピュータのファイル構造とネットワーク構造を説明することができる。
4.ワードプロセッサ、表計算ソフトなどの標準的なソフトウェアを扱うことができる。
［JABEE基準１との対応］本講義の単位修得はJABEE基準１の主に(c)、従に（d）達成と関係する。
［関連科目］学んだ内容を用いる科目：情報技術II、プログラミング基礎II、プログラミング 
理解の助けになる科目：高等学校学習科目“情報” 

	授業計画

	第1回
	授業の説明 コンピューターへのログイン、ログアウト、パスワード管理

	第2回
	標準的ソフトウェアの紹介、著作権とライセンス

	第3回
	moodleへのログイン、メールソフトの使い方、メールの書き方（演習）

	第4回
	キーボードとタッチタイピング

	第5回
	日本語入力（演習）

	第6回
	ファイルの種類とファイル構造（演習）

	第7回
	ネットワークの構成、IPアドレスとDNS 

	第8回
	インターネットの基礎知識

	第9回
	インターネットによる情報検索（レポート提出）

	第10回
	Microsoft Excelによる表計算の方法

	第11回
	Microsoft Excelによるグラフ作成の方法（演習）

	第12回
	Microsoft Wordによる文書作成方法

	第13回
	Microsoft Wordによる数式、図入り文書作成方法（演習）

	第14回
	Microsoft Wordによるレポート作成(1)

	第15回
	Microsoft Wordによるレポート作成(2)（レポート提出）


●　情報工学科(CS)：ｎクラス
	授業の目的・達成目標

	情報技術Iは，「プログラミングI」の理解を深めるための授業であり，主に演習によって，プログラミングの基礎技術の習得を目指す．情報技術Iでは，特に演習形式による実践的なプログラミングを繰り返し行うことによって，「プログラミングI」で習得した技術を洗練化することを目標とする．

	授業計画

	第1回
	プログラミングの基本に関する演習

	第2回
	プログラミングの実行環境に関する演習

	第3回
	代入文に関する演習

	第4回
	変数に関する演習

	第5回
	データ型（実数型，整数型，論理型）に関する演習

	第6回
	条件文に関する演習

	第7回
	繰り返し文（FOR文）に関する演習I

	第8回
	繰り返し文（WHILE文，REPEAT UNTIL文）に関する演習II

	第9回
	配列型に関する演習I

	第10回
	配列型に関する演習II

	第11回
	関数に関する演習I

	第12回
	関数に関する演習II

	第13回
	いろいろなプログラム（再帰計算）を作成する演習I

	第14回
	いろいろなプログラム（ソート）を作成する演習II

	第15回
	期末演習

	第16回
	期末試験


●　建築デザイン工学科(AD)

	授業の目的・達成目標

	今後の大学・大学院での建築・デザイン系の演習に必要な基礎的な知識と技術を体得する。（オムニバス形式）
コンピュータの概論・インターネットを使う上での講義：夏目欣昇助手
ワープロ・表計算ソフトウエアの講義：藤岡伸子教授
CADの講義：北川啓介助教授

	授業計画

	第1回
	ガイダンス

	第2回
	コンピュータの概論
インターネットを使う上での講義

	第3回
	

	第4回
	

	第5回
	

	第6回
	ワープロの講義
表計算ソフトウエアの講義

	第7回
	

	第8回
	

	第9回
	

	第10回
	

	第11回
	CADの講義

	第12回
	

	第13回
	

	第14回
	

	第15回
	


●　都市社会工学科(CM)

	授業の目的・達成目標

	１）授業の目的
　現在，コンピュータシステムは世界規模のコンピュータネットワーク（インターネット）とともに様々な目的で利用されており，情報化社会としての一つの文化を形成しつつある。コンピュータシステムは情報検索や高品質なドキュメント作成のための「デスクトップの道具」として，またWWW（World Wide Web）システムをはじめ電子メールやネットニュース等により，人と人との「コミュニケーションの手段」として利用されている。本授業では，都市社会工学科の学生が今後の学習・研究活動においてコンピュータシステムを種々の目的で積極的に利用できるように，コンピュータに関する基本的な操作能力，及び，新たな環境への適応能力を修得することをねらいとして、授業を行う。
２）達成目標
　本授業では、社会で最も広く利用されているWindowsコンピュータシステムとネットワークに関する基本的な情報活用法を通して計算機リテラシーに関する基礎能力を習得する。また、各基本ソフト（ワープロ、表計算、VBA）を活用できる能力を備えることを達成目標とする。
[JABEE学習教育目標との関連]
(A) 科学技術の共通基礎科目として数学・外国語・情報処理能力を習得する。

	授業計画

	第1回
	ガイダンス、計算機室および端末利用の留意事項

	第2回
	Windows基本操作、キーボード操作

	第3回
	電子メール、Web閲覧

	第4回
	情報倫理

	第5回
	ワープロソフト演習

	第6回
	表計算ソフト演習（セル基本操作）

	第7回
	表計算ソフト演習（グラフ作成）

	第8回
	プレゼンテーションソフト演習

	第9回
	表計算ソフト演習（関数計算１）

	第10回
	表計算ソフト演習（関数計算２）

	第11回
	VBAの基礎（入力・出力）

	第12回
	VBAの基礎（演算処理）

	第13回
	VBAプログラム演習（１）

	第14回
	VBAプログラム演習（２）

	第15回
	VBAプログラム演習（３）


